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ストレステストにおけるリスク計測モデル構築支援
様々なストレスシナリオにおける事業の収益を数値シミュレーションするリスク計測モデルを構築することで、
ストレスシナリオごとにリスクの大きさ、定量的な改善策の検討などを財務の数値で把握することが可能になります。

• リスク計測モデルの構築

• ストレスシナリオの財務数値への
インパクトをシミュレーション

グローバルに活動する金融機関では、金融不況などの不利な条件下でも収益性が法的基準を満たせるか、規制当局の基準に準拠し
て検査する「ストレステスト」が課せられています。しかし、想定されるストレスシナリオが多いほど、また、検証すべき事業の数
が多いほど、すべてのストレスシナリオや事業について均質でアカウンタビリティーのあるストレステストは、人手では実現困難に
なります。

業務における活用シー
ンや法規制など、業務
上考慮すべき前提条件

シミュレーション

データが少ないと
きのエキスパート
ジャッジの活用

• マクロ経済指標によるストレス
シナリオの定量的な表現

• マクロ経済モデルによるストレス
シナリオのシミュレーション

事業の数が増えたとき
のモデル管理、モデル
間の連動性など

金融機関に課せられるストレステスト

主要なタスク

ストレステスト
の実施プロセス

• 将来の発生が予測される
イベントの抽出

• 定性的なストレスシナリオと
して具体化

ストレスシナリオの抽出
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ストレスシナリオの定量化

事業モデルの複雑性・難易度
と保守性（運用担当者が理解
できるもの）のトレードオフ

中長期的にストレ
ステストの実行性
を高める方策

扱いを変えるべき
要因は構造的に分
けてモデル構築

当局に根拠を
明確に説明で
きる文書化

2. ガイドライン作成によるリスク
計測モデルの構築プロセスの整備

1.ストレステストの実施プロセス
が満たすべき要件の確認と整理

3. リスク計測モデルの構築作業の
効率化・機械化
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シミュレーション、および、これを実施するためのリスク計測モデルの構築には、様々な課題があります。これらの課題の整理か
ら着手し、再現性・説明性のある進め方をすることで、均質かつアカウンタビリティーの高いストレステストを実現することが、富
士通総研のアプローチの特長です。

シミュレーションの実現に向けた課題と富士通総研のアプローチ
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上記における要件の確認・整理～ガイドラインの作成では、下図のようなテンプレートや資料を用いて検討します。
ストレステストにおけるリスク計測モデルを構築することで、全社の収益に関する収支予測・事業評価シミュレーションを実現で

きるようになるため、このモデルを経営・事業戦略の策定支援に活用した業務マネジメントの高度化も期待されます。
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検討イメージ

本サービスの進め方

均質かつアカウンタビリティーの高いストレステストを実現するため、本サービスは以下の手順で実施します。

ガイドラインの作成 リスク計測モデルの構築要件の確認・整理
シミュレーション

モデルの文書化
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